
教授： 佐藤 純
Makoto Sato

E-mail： makotos@staff.kanazawa-u.ac.jp
【研究分野】 神経科学、神経発生学、数理生物学

【キーワード】 脳、神経回路、カラム、ショウジョウバエ、数理モデリング

研究内容
【背景・目的】
脳の様々な領域はカラム構造と呼ばれる機能単位から成り、個々のカラムが形成される分子機構を理解することは
神経科学における重要な研究課題です。しかし発生過程においてどのような細胞集団からどのようにカラム構造が
作り出されるのか、そのメカニズムはほとんど分かっていません。ほ乳類において各カラムは数万もの神経細胞から
成り、その全貌を明らかにすることは非常に困難ですが、ショウジョウバエの脳において見られるカラムはたかだか１
００程度の神経細胞から成る上、ハエの遺伝学的手法を用いて迅速かつ緻密な解析を進めることができます。また、
カラム形成の過程を数理モデルによって表現し、コンピューターシミュレーションによって通常の生命科学実験では
解析できないような複雑なメカニズムの理解を進めることができます。数理モデリングとハエの分子遺伝学、蛍光イ
メージングを組み合わせ、カラム形成を制御するメカニズムの全貌に迫ります。

【概要】
(1) カラムを可視化するマーカーやカラム形成に関与する

遺伝子を複数同定しており、これらのツールを用いて
カラム形成の分子機構を解明します。

(2) 二光子顕微鏡によるライブイメージング、超解像顕微鏡
による神経形態のイメージングにより、カラム形成の実体
に迫ります。

(3) 共焦点顕微鏡によるカラムの３次元画像をディープラー
ニングによって画像解析し、カラムの形態を定量します。

(4) 数理モデリングとコンピューターシミュレーションにより、
カラム形成の複雑なメカニズムの理解を目指します。

(5) カラム形成変異体の行動解析およびカルシウムイメージン
グにより、脳の情報処理におけるカラムの機能を解明します。

【研究の特徴・コンセプト・理念】
- カラムは脳の機能単位であり、その形成機構および機能を
明らかにすることで脳の構成原理および動作原理に迫ります。

- ショウジョウバエの脳はヒトの脳よりも単純ですが、基本的な
メカニズムはヒトと共通していると考えられています。高度な分子遺伝学、最新のイメージング技術、そして数理
モデリングを駆使することにより、進化的に保存された基本原理を明らかにします。
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